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　建設ディレクター協会（新井恭子理
事長）は日、「建設ディレクター」
報告会を東京都中央区の浜離宮建設プ
ラザで開いた。ＩＴを駆使してバック
オフィスから書類作成などに追われる
建設現場を支援する人材を輩出しよう
と育成活動を始めて７年。全国で
人を超える人材が活躍する建設ディレ
クター導入各社の先進事例が報告され
た。
　新井理事長は、建設業へのＩＴ導入
支援を行う中で「新しいソフトの導入
が現場技術者の方々に負担となってい
る声を聞いた」ことが建設ディレク
ターを着想したきっかけになったと紹
介。育成講座を経て資格を取得した人
材の％が女性、建設業未経験者が７
割を超え「（建設業の）新しい職域に
なっている」と強調した写真。
　報告会では▷ヤマグチ（鹿児島県）
▷藤原工業（北海道）▷道路建設（同）
▷香山組（兵庫県）▷海老根建設（茨

城県）▷西九州道路（佐賀県）▷武藤
建設（長崎県）▷伊田テクノス（埼玉
県）▷東邦電気産業（京都府）―の経
営層や建設ディレクターが登壇した。
　現場の技術者が行う書類作成などの
業務を移管し、現場の残業時間が大幅
削減につながったことなどを報告。県
や建設業協会の担当者が助成制度や支

援策を紹介するなど、建設ディレク
ターの定着へ「三位一体」で活動して
いることを披露する場面もあった。兵
庫県建設業協会では、各社の活動を共
有するフォーラムを立ち上げる予定と
いう。
　来賓の谷脇暁建設業振興基金（振興
基金）理事長は「生産性向上や女性活
躍という意味でも大きな役割がある」
と建設ディレクターの存在に期待。
　前近畿地方整備局長の見坂茂範氏は
現場の働き方改革につながるとして、
協会のさらなる活動にエールを送っ
た。
　全国建設業協会（全建）の山崎篤男
専務理事、国土交通省の岩下泰善建設
業課長と森下博之官房参事官、立命館
大学の建山和由教授、建設産業女性定
着支援ネットワークの須田久美子幹事
長、振興基金の内田俊一相談役らも、
あいさつや講演の中で新しい職域とな
る建設ディレクターに寄せる期待をそ
れぞれの立場から述べた。
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理
事
長
に
石
黒
健
司
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東
日
本
シ

リ
ン
グ
工
事
業
協
同
組
合
は
５
月


日

東
京
都
港
区
の
芝
パ

ク
ホ
テ
ル
で
通
常

総
会
を
開
き

役
員
改
選
で
新
理
事
長
に
石
黒
健

司
氏︵
石
黒
建
材
社
社
長
︶を
選
出
し
た
２
０
２

４
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
な
ど
も
承
認
し
た


　
総
会
後
の
懇
親
会
で
石
黒
新
理
事
長
は
﹁
関
西

の
万
博
事
業

首
都
圏
は
大
型
再
開
発
事
業

半

導
体
工
場

物
流
倉
庫
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
需
要
が

聞
こ
え
て
く
る
が

安
定
的
な
需
要
は
見
込
め
な

い

組
合
と
し
て
団
結
力
を
強
め

知
恵
を
絞


て
協
力
し
な
が
ら
シ

リ
ン
グ
業
界
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
﹂
と
抱
負
を
述
べ
た
‖
写
真


　
本
年
度
は﹁
シ

リ
ン
グ
業
界
の
健
全
化
と
成

長
﹂を
事
業
方
針
に
掲
げ
組
合
員
の
団
結
強
化
や

シ

リ
ン
グ
管
理

士
・
技
能
士
資
格

の
活
用
Ｐ
Ｒ
と
設

計
指
定
活
動
を
行

う
と
と
も
に
技

能
員
の
処
遇
改
善

に
も
取
り
組
む


　
大
型
放
射
光
施
設
を
用
い
て
イ
ン
フ
ラ
の
材
料

を
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
研
究
し

適
切
な
対
策
の
実

施
な
ど
に
つ
な
げ
る
狙
い
で
発
足
し
た
﹁
イ
ン
フ

ラ
物
性
研
究
機
構
﹂︵
小
林
潔
司
代
表
幹
事
︶が


活
動
を
本
格
化
さ
せ
て
い
る

初
弾
と
し
て
京
都

大
学
と
出
光
興
産

大
成
ロ
テ

ク
に
よ
る
ア
ス

フ

ル
ト
舗
装
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組
む
方
針

を
決
定

損
傷
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
な
ど
を
試
み

る

大
型
放
射
光
施
設
で
は
非
常
に
強
い
エ

ク

ス
線
に
よ
り
素
材
の
物
性
を
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
調

べ
る
こ
と
が
で
き
る

今
後
は
土
や
鉄

新
素
材

な
ど
幅
広
い
分
野
で
研
究
に
着
手
し
て
い
く


　
同
機
構
は

京
都
ビ
ジ
ネ
ス
リ
サ

チ
セ
ン
タ


︵
前
川
佳
一
代
表
理
事
︶
内
に
昨
年
９
月
に
発

足
し
た

兵
庫
県
佐
用
町
に
あ
る
大
型
放
射
光
施

設
︵
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
｜
８
︶
や
ス

パ

コ
ン
ピ



タ

﹁
富
岳
﹂
を
用
い
た
イ
ン
フ
ラ
物
性
研

究
の
相
談
窓
口
と
し
て
活
動
し
て
い
る

産
官
学

協
働
の
中
心
組
織
と
し
て
研
究
成
果
の
社
会
実
装

を
推
進
す
る

情
報
発
信
や
人
材
育
成
に
も
取
り

組
む


　
４
月
に
は
京
大
経
営
管
理
大
学
院
に
イ
ン
フ
ラ

物
性
産
学
共
同
講
座
が
設
立
さ
れ

研
究
が
始
ま


て
い
る

同
機
構
は

日

東
京
都
内
で
﹁
第

１
回
イ
ン
フ
ラ
物
性
研
究
審
査
委
員
会
﹂を
開
き


同
講
座
で
出
光
興
産
ら
が
取
り
組
む
ア
ス
フ

ル

ト
舗
装
を
対
象
と
し
た
イ
ン
フ
ラ
物
性
研
究
を


初
弾
案
件
に
す
る
こ
と
を
了
承
し
た


　
ア
ス
フ

ル
ト
舗
装
を
砕
石
や
砂
な
ど
が
接
着

し
た
複
合
材
料
と
し
て
認
識
し
た
上
で

素
材
ご

と
の
ミ
ク
ロ
の
物
性
や
界
面
の
相
互
作
用
を
計
測

す
る

損
傷
や
破
壊
の
発
生
の
仕
方
や

損
傷
な

ど
の
進
展
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
狙
い


研
究
成
果
を
活
用
し

舗
装
の
損
傷
を
抑
制
す
る

新
素
材
・
新
技
術
の
開
発
な
ど
に
つ
な
げ
る


　
委
員
会
後
に
開
い
た
会
見
で
小
林
代
表
幹
事
は

﹁
大
型
放
射
光
施
設
で
イ
ン
フ
ラ
物
性
を
研
究
す

る
の
は
世
界
で
最
初
と
な
る

国
際
標
準
を
目
指

し
て
頑
張
り
た
い
﹂
と
述
べ
た


　
１
９
７
５
年
以
降
一
貫
し
て

増
加
し
て
い
た
首
都
圏
の
総
人

口
が


年
を
ピ

ク
に
減
少

傾
向
に
転
じ
た
こ
と
を
報
告
し

て
い
る

将
来
推
計
人
口
を
踏

ま
え

今
後
も
減
少
が
続
く
見

込
み
を
示
し
た

コ
ロ
ナ
禍
以

降
は

代
の
若
者
世
代
の
地
方

移
住
へ
の
関
心
が
高
い
状
態
が

続
き

地
域
の
活
性
化
も
期
待

で
き
る
と
し
た


　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業

を
見
据
え

新
駅
が
設
置
さ
れ

る
地
方
自
治
体
で
ま
ち
づ
く
り

計
画
を
策
定
す
る
動
き
が
増
え

て
き
た
こ
と
も
紹
介

完
全
自

動
に
近
い
﹁
レ
ベ
ル
４
﹂
の
自

動
運
転
バ
ス
の
運
行
を
目
指
す

茨
城
県
日
立
市
の
実
証
実
験
な

ど

公
共
交
通
の
取
り
組
み
も

ピ

ク
ア

プ
し
た


　
地
域
公
共
交
通
の
利
用
者
が

減
少
し

事
業
存
続
の
危
機
に

立
た
さ
れ
て
い
る

﹁
リ
・
デ

ザ
イ
ン
﹂
と
し
て
医
療
や
教
育

な
ど
多
様
な
関
係
者
で

交
通

手
段
の
確
保
へ
連
携
し
て
い
く

必
要
性
を
強
調
し
た

３
月
に

金
沢

敦
賀
間
が
開
通
し
た
北

陸
新
幹
線
に
も
触
れ

観
光
と

ビ
ジ
ネ
ス
両
面
か
ら
の
経
済
活

動
の
強
化
が
期
待
で
き
る
と
し

た


　
自
動
運
転
移
動
サ

ビ
ス
や

ド
ロ

ン
に
よ
る
物
資
輸
送
な

ど

新
技
術
の
社
会
実
装
に
向

け
た
取
り
組
み
も
紹
介

物
流

２
０
２
４
年
問
題
へ
の
対
応
と

し
て

運
賃
水
準
の
引
き
上
げ

や

悪
質
な
荷
主
へ
の
是
正
指

導
の
強
化
と
い

た
施
策
も
説

明
し
た


　

年
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者

数
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の

年
の
約

８
割
と
な
る
約
２
５
０
７
万
人

ま
で
回
復
し

消
費
額
は
過
去

最
高
と
な

た

た
だ
し
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
宿
泊
先
は
三
大
都

市
圏
に
集
中
し

地
域
な
ら
で

は
の
観
光
資
源
を
生
か
し
た
地

方
誘
客
が
必
要
と
さ
れ
る


　
観
光
地
・
観
光
産
業
の
高
付

加
価
値
化
で
収
益
性
を
向
上
さ

せ

地
域
社
会
・
経
済
に
還
元

す
る
好
循
環
を
生
む
仕
組
み
づ

く
り
を
推
進

モ
デ
ル
地
域
の

取
り
組
み
な
ど
で
地
方
誘
客
の

促
進
と
消
費
額
の
拡
大
を
重

視

ワ

ケ

シ

ン
や
ユ
ニ

バ

サ
ル
ツ

リ
ズ
ム
の
普
及

で
国
内
旅
行
の
実
施
率
向
上
と

滞
在
長
期
化
を
図
る


　
政
府
は
法
律
に
基
づ
い
て
作

る
五
つ
の
白
書
を

日
に
閣
議

決
定
し
国
会
に
報
告
し
た

決

定
し
た
の
は
２
０
２
４
年
版
の

▽
土
地
白
書
▽
首
都
圏
白
書
▽

交
通
政
策
白
書
▽
水
循
環
白
書

▽
観
光
白
書

各
政
策
分
野
で

国
内
の
実
態
を
分
析
し

施
策

の
現
状
を
ま
と
め
た

水
循
環

白
書
は
内
閣
官
房

観
光
白
書

は
観
光
庁

残
る
三
つ
は
国
土

交
通
省
が
作
成
し
た


　
能
登
半
島
地
震
で
生
活
用
水

を
確
保
す
る
重
要
性
が
再
認
識

さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え

健
全

な
水
循
環
へ
の
上
下
水
道
の
役

割
を
特
集
し
た

持
続
可
能
な

事
業
運
営
に
向
け

広
域
化
や

技
術
開
発

官
民
連
携
な
ど
地

域
の
実
情
に
合

た
施
策
の
導

入
を
推
進
し
て
い
く
方
向
性
を

示
し
た


　

年
度
の
水
道
行
政
の
厚
生

労
働
省
か
ら
国
土
交
通
省
へ
の

移
管
も
紹
介

地
方
整
備
局
が

持
つ
現
場
力
と
技
術
力
を
生
か

し

施
設
の
維
持
管
理
や
災
害

復
旧
支
援
体
制
の
一
層
の
強
化

が
期
待
で
き
る
と
し
た

環
境

省
が
水
質
基
準
を
所
掌
す
る
こ

と
で

水
質
管
理
に
関
わ
る
調

査
や
研
究
も
充
実
さ
せ
て
い
く

考
え
を
盛
り
込
ん
だ


　
全
国
平
均
地
価
︵
１
月
１
日

時
点
︶が
３
年
連
続
で
上
昇
し


前
年
と
比
べ
上
昇
率
も
拡
大
傾

向
に
あ
る

人
口
減
少
下
で
土

地
利
用
転
換
な
ど
を
通
じ
た
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
な
土
地
利
用
・
管

理
の
取
り
組
み
が
広
が
り
つ
つ

あ
る
と
分
析

地
域
に
あ
る
空

き
地
や
空
き
家
を
利
活
用
し
た

に
ぎ
わ
い
創
出
や

利
用
希
望

者
と
の
マ

チ
ン
グ
支
援
な
ど

を
好
事
例
に
挙
げ
る


　
土
地
の
管
理
水
準
の
低
下
へ

の
対
応
と
し
て
中
山
間
地
域
で

地
域
住
民
が
参
加
し
地
域
管
理

構
想
を
作
成
す
る
取
り
組
み
な

ど
を
紹
介

土
地
の
利
用
・
管

理
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
グ
リ


ン
ボ
ン
ド
発
行
に
よ
る
資
金

調
達

空
き
家
な
ど
の
情
報
基

盤
の
整
備
を
推
進
す
る


　
国
土
交
通
省
は
能
登
半
島
地

震
で
発
生
し
た
建
築
物
の
構
造

被
害
の
原
因
分
析
を
行
う
有
識

者
委
員
会
の
第
２
回
会
合
を


日
に
東
京
都
内
で
開
い
た

現

地
調
査
の
途
中
経
過
の
報
告
を

踏
ま
え

建
物
構
造
別
な
ど
で

被
害
原
因
を
分
析

転
倒
・
倒

壊
し
た
Ｒ
Ｃ
造
や
Ｓ
造
の
建
築

物
は
旧
耐
震
基
準
の
比
較
的
古

い
建
築
物
と
判
明
し
て
お
り


基
礎
の
損
傷
な
ど
の
詳
細
な
調

査
・
分
析
を
引
き
続
き
行
う


最
終
的
な
調
査
結
果
を
整
理
し

な
が
ら

現
行
の
耐
震
基
準
の

妥
当
性
や

奥
能
登
で
﹁
０
・

９
﹂
と
設
定
さ
れ
て
い
る
地
震

地
域
係
数
を
見
直
す
必
要
性
を

含
め
た
制
度
的
対
応
の
方
向
性

を
詰
め
る


　
会
合
で
は
国
土
技
術
政
策
総

合
研
究
所
︵
国
総
研
︶
と
建
築

研
究
所
︵
建
研
︶
に
よ
る
Ｒ
Ｃ

造
や
Ｓ
造

非
構
造
部
材
の
被

害
調
査

ま
と
ま

た
エ
リ
ア

内
の
低
層
木
造
建
築
物
を
対
象

と
し
た
建
築
学
会
の
悉
皆
︵
し


か
い
︶
調
査

日
本
免
震
構

造
協
会
に
よ
る
免
震
建
物
の
現

状
把
握
調
査
の
途
中
経
過
を
報

告

冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
石
坂

聡
住
宅
局
長
は
﹁
わ
が
国
の
建

築
構
造
の
基
準
は
非
常
に
重
要

だ

調
査
結
果
に
つ
い
て
議
論

を
﹂
と
呼
び
掛
け
た
‖
写
真


以
降
の
議
事
は
非
公
開
で
行
わ

れ
た


　
国
総
研
ら
の
調
査
で
は
石
川

県
輪
島
市
で
発
生
し
た
Ｒ
Ｃ
造

杭
基
礎
建
築
物
の
転
倒
を
は
じ

め

Ｒ
Ｃ
造
の
転
倒
・
沈
下
・

傾
斜
被
害
が
地
盤
の
変
状
や
基

礎
の
損
傷
に
起
因
す
る
可
能
性

を
指
摘

航
空
レ

ザ

計
測

に
基
づ
く
地
盤
変
位
か
ら
想
定

し
た
被
害
判
定
と

実
際
の
被

害
状
況
に
一
定
の
整
合
性
が
確

認
さ
れ
た


　
非
構
造
部
材
は
比
較
的
新
し

い
ホ

ル
天
井
な
ど
の
現
状
も

調
査

金
物
な
ど
の
損
傷
に
よ

る
天
井
面
の
脱
落
な
ど
は
確
認

さ
れ
な
か

た

建
築
学
会
の

悉
皆
調
査
は
ほ
ぼ
終
了
し

建

物
の
年
代
判
別
な
ど
の
分
析
作

業
に
入

て
い
る


　
最
終
的
な
調
査
結
果
は
秋
ご

ろ
に
開
く
第
３
回
会
合
で
報
告

予
定

被
害
の
全
容
を
把
握
し

た
上
で
制
度
的
に
手
を
入
れ
る

べ
き
部
分
を
見
極
め
る

設
計

震
度
の
補
正
︵
割
り
引
き
︶
係

数
と
し
て
定
め
て
い
る
地
域
係

数
の
見
直
し
は

構
造
計
算
が

必
要
な
一
定
規
模
以
上
の
建
築

物
の
被
害
状
況
を
踏
ま
え
対
応

を
検
討
す
る
方
向

奥
能
登
の

地
域
係
数
が
周
辺
地
域
よ
り
も

小
さ
く
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

の
妥
当
性
を
検
証
す
る
必
要
も

あ
る


新
会
長
に
土
井
義
宏
氏

日
本
計
装
工
業
会

　
日
本
計
装
工
業
会
は

日

東
京
都
港
区
の
明

治
記
念
館
で
第

回
通
常
総
会
を
開
き

生
駒
昌

夫
会
長
︵
き
ん
で
ん
相
談
役
︶
の
退
任
に
伴
う
役

員
改
選
で
新
会
長
に
土
井
義
宏
氏
︵
き
ん
で
ん
代

表
取
締
役
会
長
︶
を
選
出
し
た

監
事
に
は
新
た

に
小
保
方
剛
氏
︵
東
邦
電
気
工
業
社
長
︶
を
選
ん

だ

伊
東
周
二
監
事
︵
東
邦
電
気
工
業
会
長
︶
は

退
任
す
る


　
２
０
２
３
年
度
決
算
と
定
款
の
一
部
変
更
も
承

認
し
た

登
録
計
装
基
幹
技
能
者
講
習
と
計
装
工

事
技
能
者
能
力
評
価
制
度
の
実
施
機
関
と
し
て
認

定
を
受
け
た
こ
と
か
ら

事
業
目
的
に
技
能
者
の

育
成
と
技
能
向
上
を
追
記
し

事
業
に
も
同
講
習

の
実
施
を
明
記
し
た


齋
藤
経
産
相
㊨
に
申
し
入
れ
を

行
う
村
井
知
事

作
文
コ
ン
ク

ル


年
度
の
作
品
募
集

国
交
省
ら

建
設
業

従
事
者
と
高
校
生
対
象

　
国
土
交
通
省
と
建
設
産
業
人
材
確
保
・
育
成
推

進
協
議
会
︵
人
材
協

事
務
局
‖
建
設
業
振
興
基

金
︶
は

建
設
業
で
働
く
人
た
ち
と
高
校
生
を
対

象
に
し
た
二
つ
の
作
文
コ
ン
ク

ル
で
２
０
２
４

年
度
の
作
品
募
集
を
開
始
し
た

締
め
切
り
は
い

ず
れ
も

日

応
募
作
品
の
中
か
ら
国
土
交
通
大

臣
賞
や
不
動
産
・
建
設
経
済
局
長
賞
な
ど
を
選
定

す
る

表
彰
式
を

月
に
予
定
し
て
い
る


　
応
募
対
象
の
作
文
テ

マ
を
あ
ら
か
じ
め
設

定

建
設
業
で
働
く
人
た
ち
を
対
象
に
す
る
﹁
私

た
ち
の
主
張
﹂
は
▽
建
設
産
業
と
地
域
の
つ
な
が

り
▽
伝
え
た
い
職
人
︵
プ
ロ
︶
の
こ
だ
わ
り
｜
の

ど
ち
ら
か

﹁
高
校
生
作
文
コ
ン
ク

ル
﹂
は
建

築
学
科
や
土
木
学
科
で
学
ぶ
学
生
を
対
象
に
▽
建

設
産
業
に
つ
い
て
の
私
の
思
い
▽
日
々
の
学
び
と

私
の
夢
｜
の
ど
ち
ら
か
を
テ

マ
に
し
た
作
品
を

募
る


　
応
募
作
品
は
郵
送

メ

ル

ウ

ブ
の
い
ず

れ
か
で
受
け
付
け
る

審
査
は
国
交
省
に
設
置
す

る
優
秀
作
選
考
委
員
会
が
行
う


　
問
い
合
わ
せ
は
振
興
基
金
経
営
基
盤
整
備
支
援

セ
ン
タ

の
﹁
私
た
ち
の
主
張
﹂
係
・
﹁
高
校
生

の
作
文
コ
ン
ク

ル
﹂
係
︵
電
話
０
３
・
５
４
７

３
・
４
５
７
２
メ

ルjinzai@

kensetsu-kik
in.or.jp

︶
へ


　
政
府
は

日

バ
リ
ア
フ
リ


法
に
基
づ
く
建
築
物
の
バ
リ
ア
フ
リ

基
準
を
改
正
す
る
政

令
を
閣
議
決
定
し
た

車
い
す
使
用
者
用
ト
イ
レ
や
専
用
駐
車

ス
ペ

ス

専
用
客
席
の
設
置

数
を
増
や
す
方
向
で

義
務
基

準
や
誘
導
基
準
を
見
直
す



日
に
公
布
し

２
０
２
５
年
６

月
１
日
に
施
行
す
る

国
土
交

通
省
は
基
準
の
引
き
上
げ
に
当

た

て
建
築
主
側
の
イ
ン
セ
ン

テ

ブ
を
充
実
さ
せ
る
た
め


同
法
に
基
づ
く
容
積
率
緩
和
の

特
例
制
度
を
拡
充
す
る
た
め
の

告
示
改
正
を
別
途
予
定
し
て
い

る


　
同
法
で
は
バ
リ
ア
フ
リ

設

備
の
設
置
数
な
ど
で
最
低
限
の

水
準
を
示
す﹁
義
務
基
準
﹂と


よ
り
高
い
水
準
の﹁
誘
導
基
準
﹂

を
定
め
て
い
る

今
回
の
基
準

改
正
で
車
い
す
使
用
者
用
ト
イ

レ
で
１
人
分
の
区
画
に
当
た
る

﹁
便
房
﹂
の
設
置
数
は

義
務

基
準
を
現
行
の
﹁
建
築
物
に
１

カ
所
以
上
﹂
か
ら
﹁
各
階
に
１

カ
所
以
上
﹂
に
見
直
す

専
用

の
駐
車
ス
ペ

ス
と
客
席
も


全
体
の
駐
車
台
数
や
客
席
数
に

応
じ
た
数
の
設
置
を
新
た
に
義

務
付
け
る


　
容
積
率
緩
和
の
特
例
拡
充

は

特
定
行
政
庁
の
許
可
で
認

め
る
同
法
の
﹁
第

条
特
例
﹂

の
適
用
要
件
の
追
加
で
対
応


利
用
者
が
多
い﹁
特
定
建
築
物
﹂

で
あ
れ
ば
す
べ
て
の
バ
リ
ア
フ

リ

設
備
で
誘
導
基
準
の
適
合

が
必
要
と
な
る
現
行
規
定
を
変

更
し

車
い
す
使
用
者
用
ト
イ

レ
の
設
置
だ
け
で

そ
の
設
置

ス
ペ

ス
分
の
容
積
率
を
不
算

入
と
す
る
こ
と
を
可
能
と
す

る

今
後

許
可
主
体
と
な
る

特
定
行
政
庁
の
事
務
負
担
も
考

慮
し
告
示
改
正
の
詳
細
を
固

め

意
見
募
集
を
経
て
決
定
す

る
見
通
し


イ
ン
フ
ラ
整
備
や

人
材
育
成
の
支
援
を

村
井
宮
城
県
知
事

半
導
体
拠
点
立
地
で

　
村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事
は


日

東
京
都
千
代
田
区
の
経
済

産
業
省
に
齋
藤
健
経
産
相
を
訪

ね

半
導
体
生
産
拠
点
の
確
保

に
伴
う
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
支
援

な
ど
を
申
し
入
れ
た

工
業
用

水
や
下
水

道
路
関
係
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
予
算
を
通
常

と
別
枠
で
確
保
す
る
こ
と
な
ど
を
要
請
し
た

齋
藤
経
産
相
は

﹁
半
導
体
は
最
重
要
物
資
﹂
と

支
援
の
必
要
性
に
賛
意
を
示
し

た
上
で

﹁
交
付
金
を
ど
う
個

別
に
当
て
は
め
る
か
関
係
省
庁

と
検
討
す
る
﹂
と
応
じ
た


　
台
湾
半
導
体
大
手
の
力
晶
積

成
電
子
製
造
︵
Ｐ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
︶
と

Ｓ
Ｂ
Ｉ
ホ

ル
デ

ン
グ
ス
が

出
資
す
る
Ｊ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
同
県
大

衡
村
の
第
二
仙
台
北
部
中
核
工

業
団
地
に
半
導
体
工
場
を
建
設

す
る


　
村
井
知
事
は
同
団
地
の
既
存

工
場
か
ら
の
需
要
を
含
め
て

﹁
い
ろ
い
ろ
な
イ
ン
フ
ラ
を
整

備
し
な
い
と
い
け
な
い
﹂
と
説

明

県
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

た
上
で
﹁
︵
国
の
既
存
の
︶
交

付
金
が
回

て
こ
な
か

た
﹂

と
も
指
摘
し

予
算
面
の
対
応

を
要
請
し
た


　
東
北
大
学
の
機
能
な
ど
を
生

か
し

半
導
体
分
野
を
担
う
人

材
の
育
成
を
国
主
導
で
進
め
る

こ
と
も
要
望
し
た

福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
の
安
全

対
策
な
ど
も
求
め
た


　
村
井
知
事
は

日
ま
で
に
関

係
府
省
庁
に
２
０
２
５
年
度
の

施
策
予
算
の
要
望
を
行

た


半
導
体
生
産
拠
点
の
確
保
は
国

土
交
通
省
な
ど
に
も
求
め
た


同
省
に
は
国
土
強
靱
化
の
加
速

化
と
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
の
財

源
確
保

民
間
活
力
の
活
用
を

踏
ま
え
た
下
水
道
施
設
の
改
築

更
新
な
ど
を
要
望
し
た



